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月ハ〃∨油汐く廿U､ヨ乍すべユ一ヲ串､rul化Vない〇三菱言号館美術館(東京･丸の内)で開催中の｢ルドンとその周辺-夢見る世紀末｣展は､闇から色彩の世界へと移行したルドンの劇偶な変容を鮮やかな展示構成で
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ルドンの｢クラン･ブーケ(大きな花莱)｣　(1901年､三菱1号館美術館蔵)=写真上-と､｢蜘妹｣　(1887年､岐阜県美術館蔵)

鮎仙blぷいI蕃カブごノ､/71¢瀕館を飾っていた壁画の1面｢グラン･ブーケ(大きな花束)｣で､三菱一号館美術館が一昨年収蔵し､今回日本で初めて公開された｡夢想を誘う色彩の花がパステル画とし

¢出師tE-に出川もナ八洲柑来聴-Lモ出品され､ルドンが色感豊かな人だったことを物語っている｡この画家は闇に色彩を､色彩に闇を見ることができたようだ｡3月4日まで｡(編集要員　宝玉正彦)

亘
伊能忠敬に先立つこと

40年以上前､緯線と経線の入った本格的な日本地図が出版された｡,明治以前まで100年近く庶民に愛用されたその地図を作ったのは水戸藩の地政学者､長久保赤水(1717-1801年)｡私が赤水のことを調べるようになって､50年ほどたつ｡

♯　♯　♯旅人呼び止め情報収集赤水は農民でありなが
ら学問に秀で､漢詩をたしなんだ｡寺などで講義をするなど功績を認められ､農民から郷士という武士並みの身分に取り立てられた｡知識を人々の

役に立てようと､正確な地図を作り始めた｡
各藩が作､った地図を総

合してつな嘗合わせた地図を濠に貼り､嶺道を行く旅人を呼び止めては各地の地形を尋ね､手を加えていったという｡奥州や長崎へは自ら赴き､確かめている｡･
1775告安永4年)

よち

に｢新刻日本輿地路程全図｣蓋花成｡この時は東北の東側の海岸線がのっぺりしていたり､.下北半島が三日月のような形をしていたり､と実際とは

の癖あり｣､つまり｢私は旅に出る癖がある｣と書いていたから､旅行好きだったことも動機の一つだったのだろう｡
私は茨城県高萩市の生

まれで､今もここで暮らしている｡赤水の直系の子孫ではないが､その1

族だ｡子どものころから赤水の名は大人から聞かされていた｡少年時代から勉強熱心で､砂を入れた盆の上に指で字を書いて読み書きを覚えたことや､本を読むのに夢中で雨に気付かず､天日に干

也

していた農作物を濡らし

まで務めた偉人だ｡掘り当てた根の大きさに驚き､身内ながらほれ込んだ｡

調査を始めて1 0年ほど
たったころ､ある不思議な手紙が届いた｡満州(覗中国東北部)で戦死した長兄の友人で､お箆には

◇伊能図の仙年前に描かれた｢赤水図｣の研究半世紀◇

異なる部分もある｡

だが､赤水は
情報を集め､改良を重ねて80年に｢改正日本輿地路程全図｣を作っ′た｡車も鉄道もない時代｡今の感覚でいえば火星の地図を作るような途方もない試みだったと思う｡初版には｢与､山水

長　久

てしまった-叶など様々な逸話が語り継がれていた｡

♯#♯手紙きっかけに嘗作本格的に調べるように
なったのは30代を過ぎてから｡自分のルーツに関心を持ち､中学教諭の仕事の傍ら､寺の過去帳などを調べて家系図を作るのにこり始めた｡赤水は地理学の巨人で､天文暦学､数学の研さんも積み､水戸藩主徳川治保の侍講

保　源　蔵線香を上げにくる方からだった｡いわく､｢あなたは来年2月3日午後1 0時l･5分までに事業をなし遂げる｣｡辛ば暗示をかけられるように｢ならば､来年薮でに赤水について本を琴｣う｣と決め竃
それまでは水戸の製氷

会社の社長であった杉田

両人が戦前に書いた評伝か､｢橋のない川｣で知られる作家住井すゑによる評伝くらいしかなかった｡自分が調べていたことと突き合わせると､従来の記述には誤りがあることに気付いた｡頑見ば赤水の実家は貧農として書かれていたが､実際は裕福であった｡ほかにも系図の間違いなどを直し､正しい表現を書くことを目指した｡
それから約1年後に､

赤水についての著書｢地政学署　長久保赤水伝｣を刊行できた｡1978年の9月のことだ｡それまでは夜中でも目が覚めたら机に向かい､ひたすら書き続けた日々｡予言の通り､2月3日ごろにはおおよそ書き上げていた｡

以来､各地に残る赤水
の資料を探してきた｡地元でもあまり顕彰されていないし､･資料も整理されていない.虫食いの古文書を相手に格闘を続けてきた｡8 1歳を迎えた今

も､郷土史家やゆかりの人々にあらためて話を聞いている｡
♯　♯　♯松陰も旅行に活用赤水の奥州紀行と長崎

紀行の日記を口語文で出版する準備を進めていたころ､山口県萩市の吉田松陰に関する施設をたまたま訪れたら､松陰が兄に宛てた手紙が展示されていた｡｢赤水図がなくては旅行するのに不自由なので､380文で買い求めた｣という内容｡あまりの偶然に驚いた｡
日本地図の先駆者とい

うと､誰もが伊能忠敬を

フLrrr7､､ノーノーフ　加藤嘉一著､893円)
◇『再生可能エネルギー

がわかる』(日経文庫､西脇文男著､903円)
◇『つぶれる会社には｢わ

け｣がある』　(日経ビジネス人文庫､林緒著､700円)

思い浮かべるだろうが､江戸時代に伊能図を見た人はほとんどいない｡幕府が国を守るために秘書とし､出版を禁じたためだ｡庶民はその存在すら知らなかった｡
人々にとって､地図と

いえば赤水が作ったものだったのだ｡ところが今ではあまり顧みられない｡明治維新で旧来の文化が否定されたこともあるだろうが､忘れられるのはもったいない｡まだまだ顕彰していくつもりだ｡(ながくぼ･げんぞら-無職)

物
宮沢喜一先

生と出会ったのは､私が松下政経塾の3年生だった1

986年のことだ｡先輩の勧めで宮沢事務所に秘書として入り､1 6年間､政治家のあるべき姿を学んだ｡
88年､リクルー

ト事件が起きた時のことは忘れられ

本
にもなく､先生はこれからの課題にのみ頭脳とエネルギーを傾けていた｡

金融危機に見舞われた
98年､小測恵三首相(当時)に請われて大蔵大臣に就任すると､すぐに自民党税制調査会のドン､

山中貞則さんの部屋に｡特別減税の話を2人でまとめてしまった｡大胆な財政出動も決め


